
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時：令和４年１月25日（火） 13：45～16：05  

■場 所：各校オンライン研修 

■対象者：庄原市内各小・中学校の道徳教育推進教師22名 

 

・児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」となる道徳科の授業づくりのポイントについ

て研修を行い，具体的な指導方法を学ぶ。 

・各校の取組について交流をするとともに，次年度に向けた計画の見通しをもつ。 

目 的 

令和３年度第２回庄原市道徳教育推進委員会研修会 

【交流・講話の概要】 

○ 各校の道徳教育全体計画に明記されている項目につい

て確認した。次年度に向けた計画を進める上で，特に

「重点内容項目」を児童生徒の実態をもとに設定するこ

とを伝えた。 

  また，今年度の取組や成果と課題について，各校，グ

ループに分かれて交流する。交流したシートについて

は，Classroomに残し，次年度の取組等の参考とする。 

交流・講話 「次年度に向けた道徳教育推進教師としての動き」 

庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 砂走 敏和 

事後協議・講話・演習 「道徳科の充実に向けた授業の在り方について」 

広島県北部教育事務所 指導主事 塩田 佐恵 

【講話・演習の概要】 

○ 広島県道徳教育の重点目標として，①カリキュラム・マネジメントに

よる道徳教育の指導の充実②道徳教育の要となる道徳科の授業と評価の

充実③道徳教育推進教師の役割を明確にした体制づくりの３点が挙げら

れていることの確認を行った。 

○ 来年度に向けて，「今年度の道徳教育全体計画の確認」と「別葉の見

直し」を行うことについて助言をいただいた。 

【参加者の感想】 

・今年度の本校の全体計画を見ると，重点項目の数が多いことが分かった。次年度の計画を作成するにあたっ

て，まずは今年度の児童の実態を教員間で協議するとともに，それを受けて，重点項目を絞り，よりよい計画

とする。 

・主体的・対話的で深い学びを意識した道徳の授業づくりでのポイントを，他校の先生方の視点から感想を聞く

ことで，新しい発見があった。 

【今年度の取組と成果と課題についてまとめている様子】 

研究授業 教材名「未来を変える挑戦―スティーブ・ジョブズ―」  

主題名「希望を持ち続けることの大切さ」庄原市立東城小学校 教諭 和田 和子 

【授業を参観する視点】 

１．児童が主体的・対話的になっていた場面  ２．深い学びにつながる授業の工夫 

【参観者の感想】 

・アンケートなどを活用し，課題意識をもたせる工夫を行っていく。 

・自分の考えを発表するだけでなく，子供たちは「～さんと似ていて」や「付け加えて」など，友達の考えと比

べたり，付け加えたりしながら自分の考えを深めていた。 

・導入とまとめのつながりを意識することで，児童の変容が見取りやすいので，道徳ノートを並行して，ワーク

シートを活用したい。 


